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太子町議会議員選挙
〜さあ投票　選挙の主役はあなたです〜

投票日は、10月21日（日）午前7時〜午後8時
期日前投票は、10月17日（水）〜20日（土）午前8時30分〜午後8時

　次のいずれにもあてはまる人
　•年齢満20歳以上（平成４年10月22日までに生まれた人）の日本国民
　•平成24年７月15日までに転入届を出し、引き続き太子町の住民基本台帳に記録されている人

　仕事やレジャーなどで投票日（10月21日）に投票できない人は、期日前投票をご利用ください。
　［と　き］10月17日（水）〜20日（土）午前８時30分〜午後８時
　［ところ］役場１階　期日前投票所（正面玄関入口奥）
　※入場整理券が届いていれば、ご持参ください。

　仕事先や旅行先などの滞在地で不在者投票をすることができ
ます（あらかじめ手続きが必要です）。
　不在者投票指定の病院や老人ホームなどに入院、入所されて
いる人は、その施設で不在者投票をすることができます。
　また、身体障がい者手帳、戦傷病者手帳、介護保険被保険者
証をお持ちの人で、右の要件に該当する人は、郵便等による不
在者投票（在宅投票）をすることができます。
　さらに、一定の要件に該当する人は、代理記載により投票が
できる場合があります。
　なお、郵便等による不在者投票を行うためには、あらかじめ
本町選挙管理委員会から「郵便等投票証明書」の交付を受けて
おく必要があります。その上で、投票日の４日前（10月17日）
までに投票用紙などの交付をご請求ください。

　入場整理券は、有権者宅に封書で郵送します。届きましたら開封して、ご確認ください（届かないときはお問い合
わせください）。なお、入場整理券がなくても選挙人名簿に登録されている本人であることが確認できれば投票でき
ますので、その旨を投票所の係員にお申し出ください。

　病気やけがなどで字が書けない人は、係員が代わって投票用紙に記載する代理投票の制度があります。
　また、点字投票や手話通訳を希望される人は、投票所の係員にお申し出ください。

　［と　き］10月21日（日）午後９時〜
　［ところ］町立万葉ホール

■投票ができる人

■期日前投票

■不在者投票

■投票所入場整理券

■代理投票、点字投票、手話通訳

■開　　票

【郵便等による不在者投票のできる人】
○身体障がい者手帳
両下肢・体幹・移動機能の障がい １級・２級
心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・
小腸の障がい １級または３級

免疫・肝臓の障がい １級〜３級

○戦傷病者手帳
両下肢・体幹の障がい 特別〜第２項症
心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸・
肝臓の障がい 特別〜第３項症

○介護保険被保険者証
要介護状態区分 要介護５
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投 票 所 地　　　　　　　　　　区

1 昭和町集会所 昭和町、新昭和町、伽山、太陽ケ丘、太井川町、桜川、四季の街

2 太子集会所 向少路、中大道、内之町、西之口

3 磯長台集会所 磯長台

4 太子町立保健センター

5 いわき台集会所 平和町、緑ケ丘、いわき台、若葉、中山台

6 松の木保育園 栄町、太子ヶ丘、春日丘、第3太子ヶ丘

■投票場所■

新屋敷、西仲町、東町、上之町、分田町、旭町、
北町、北仲町、寿町、赤坂町、陵西台、さくら

Ｎ Ｎ 

Ｎ Ｎ 

Ｎ 

Ｎ 

Ｎ 

Ｎ 

町
立 

　
公
民
館 

国
道
１
６
６
号
線 

国道１６６号線 

国道１６６号線 

飛鳥川 

やわらぎ 
幼 稚 園 

山田小学校 

やわらぎ 
幼 稚 園 

交番 

国
道
１
６
６
号
線 

太
子
中
央
線 

Ｊ
Ａ
（
太
子
支
店
） 

太
井
川 

Ｎ 

投票所 

府道美原太子線 

府道美原太子線 

太子町役場 

府道
美原
太子
線 

バス停内之町 

記
念
碑 

池 池 

池 

池 

コンビニエンス 
ストアー 

マンション 

至山田 

至河南町 

至上の太子 

西山春日線 

叡福寺 

上宮学園 

文  

調整池 

聖和台 
第２公園 

磯長台第２公園 

磯 長 台 
第１公園 

磯 長 台  

タンク タンク 

飛
鳥
川 

自動車整備工場 

太
子
中
央
線 

Ｎ 

資
材
置
場 葉室バス停 

至山田 山田葉室線 

工場 

いわき台 

理髪店 

ＪＡ（太子支店） 

スーパー 

公園 
国
道
１
６
６
号
線 

Ｎ 

太
子
第
１
号
公
園 

泥
掛
地
蔵 

府道美原太子線 

ガソリンスタンド 

府道富田林太子線 

第１投票所（昭和町集会所・太子543-7） 第2投票所（太子集会所・太子1733-1） 第3投票所（磯長台集会所・春日1583-5） 

第6投票所（松の木保育園・春日183-8）第4投票所（太子町立保健センター・山田101） 

第7投票所（葉室集会所・葉室1083） 第8投票所（山田小学校・山田372） 

第11投票所（聖和台集会所・聖和台2-10-5）

第9投票所（山田集会所・山田301-1） 

第10投票所（畑集会所・畑315-1）

各投票所へのお車での来場は、 
できるだけご遠慮ください。　 

第5投票所（いわき台集会所・山田823-33） 

◆問合せ　太子町選挙管理委員会
◆問合せ（住民人権グループ内）
◆問合せ 198－5515

投 票 所 地　　　　　　　　　　区

7 葉室集会所 葉室

8 山田小学校 大道、後屋、東條、永田

9 山田集会所 西、佃、下ノ町、葵

10 畑 集 会 所 畑

11 聖和台1丁目～4丁目

投票は、入場整理券に書かれた投票所で行ってください。

聖和台集会所
（ひじり会館）
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　南河内の農産物直売所で組織する南河
内産直ネット（み・な・さ・んネット）
が「朝市祭 “大阪産（もん）フェア ”」を
行います。
　地元の新鮮な野菜や果物、採れたての
新米、大阪エコ農産物や、なにわの伝統
野菜といった大阪産（もん）の販売をは
じめ、様々な手作り加工品を試食できる
イベントも行います。

［と　き］11月３日（土・祝）
午前９時30分〜午後２時
雨天中止（小雨決行）

［ところ］ 富田林市農業公園サバーファーム
駐車場（富田林市甘南備2300）

◆問合せ
　大阪府南河内農と緑の総合事務所
　農の普及課　☎25-1131㈹

　８月19日（日）〜21日（火）に、千葉県で行われた第39回全日本中学校
陸上競技選手権大会・走り高跳びに出場し、１ｍ87㎝という素晴らし
い記録で全国第５位に入賞した町立中学校３年生の黒坪巧さんが、８月
27日（月）に訪問してくれました。
　黒坪さんは、８月28日（火）に行われた南河内地区中学校総合体育大
会で、１ｍ91㎝を跳び、10月末に横浜で行われるジュニアオリンピッ
クへの出場も決定し、今後の活躍が期待されます。

全国大会入賞で町長に表敬訪問第10回み・な・さ・んネット朝市祭
大阪産（もん）フェア

人 敬
称
略 

はなまる

ひ と の う ご き
� （　）内は前月比

�人　口�14,226人人（−17）� 転入 30人
� 男� 6,974人人（− 4）� 転出 40人
� 女� 7,252人人（−13）� 出生�　 7人
�世帯数� 5,283世帯（−04）� 死亡� 14人

まちの面積　　14.17㎢
（₉月₁日現在）

�
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☎
９
８
︱
５
５
２
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■
ゆ
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す

•

チ
ャ
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ル
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ト（
中
古
品
）［
無
料
］

•

二
人
用
長
椅
子　

１
脚　

黒
色
レ
ザ
ー
張
り［
無
料
］

•

一
人
用
椅
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２
脚　

黒
色
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無
料
］

■
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て
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•
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子
用
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］

•

ベ
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無
料
］

◎
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の
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ほ
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が
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☎（
９
８
）

５
５
２
１
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「どんぐりまつり」のご案内
　身近な自然の場所で、自然の恵みを使って、秋の一日
を親子で楽しみましょう。

［と　き］10月21日（日）午前10時〜午後₂時（小雨決行）
［ところ］太子町葉室地区里山
※午前₉時45分、葉室バス停集合

［服　装］長袖・長ズボン・帽子
［持ち物］軍手・おにぎり・お茶
［参加費］詳しくはお問合せください。
［主　催］太子町葉室里山クラブ
◆問合せ　小路　☎080-3114-0274

第24回関西矯正展
　全国の矯正施設（刑務所・少年院）には、犯罪や非行
に陥った人たちが社会復帰をめざして各種の職種に就業
し、規律ある生活に励んでいます。日夜懸命に更生に励
んでいる姿を、広く社会のみなさまに紹介し、犯罪や非
行のない明るい社会を築くとともに、矯正行政に対する
理解と協力を得ることを目的に行っています。

［と　き］11月10日（土）午前10時〜午後４時
11月11日（日）午前９時30分〜午後３時30分

［ところ］大阪刑務所内（堺市堺区田出井町6-1）
※ＪＲ阪和線堺市駅／南海高野線堺東駅　徒歩６分

［入場料］無料
［内　容］ 施設見学、矯正活動紹介、性格検査体験コー

ナー、刑務所作業製品の展示即売、刑務作業
の実演など

◆問合せ　大阪刑務所作業部門　
☎072-238-8269

2012二上杯テニス大会
［と　　き］女子ダブルス　11月11日（日）

混合ダブルス　11月18日（日）
男子ダブルス　11月25日（日）
午前₈時30分受付、午前₉時試合開始

※予備日12月₂日（日）または12月₉日（日）
［と こ ろ］町立総合スポーツ公園テニスコート
［参加資格］ 町内在住・在勤の人。または、太子町テニ

ス連盟加盟クラブ登録者
［参 加 費］詳しくは、お問い合わせください。
［申　　込］メールでお申込みください。

11月₄日（日）締切
E-mail:harukitanaka@hotmail.com

［定　　員］各種目16ペア（先着順）
［主　　催］太子町テニス協会
◆問合せ　太子町テニス連盟

田中　☎98-3071

社会参加促進活動ぼーけんじま　ボランティア募集
　「ぼーけんじま」は、障がいのある人（おもに知的障
がい）の社会参加を支援する活動です。
　皆さんの元気をお待ちしています。

［内　容］ 外出活動などの付添い・補助、各種イベント
の運営など。毎月₁〜₂回（日曜日）

［助　成］集合場所から解散場所までの交通費など
※原則、昼食代は自費

［申　込］ 随時受け付けていますので、お気軽にご連絡
ください。年齢性別は問いません。

◆申込問合せ
　地域生活総合支援センター「ゆう」（担当：古谷）
　〒584-0025
　富田林市若松町西₁-1888-₁ 第₂北野ビル₅階
　☎ 20-6575　FAX 20-2778
　E-mail：h-furutani@sfj-osaka.net
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太子町消防団が大阪府大会に出場
　本町消防団は、９月９日（日）大阪府立消防学校で行われた、第
56回大阪府消防操法訓練大会・小型ポンプ操法の部に、南河内地
区の代表として出場しました。
　小型ポンプ操法とは、持ち運びが容易で、消防自動車が進入で
きないような狭い場所や、山間部における火災の消火活動に大き
な力を発揮する小型ポンプから、ホースを延長し、標的を落とす
までのタイムを競うものです。
　操法には、消防団員としての団体規律や、迅速・的確な消火活
動技術が要求されます。
　消防団員は５月から、週３回の厳しい夜間訓練を行い、その成
果を大会で披露しました。

秋の交通安全
　秋の全国交通安全運動にともない、９月21日（金）
に、太子町交通事故をなくす運動推進協議会と富田
林警察署の共催による、交通安全街頭啓発を行いま
した。
　高齢者の歩行中・自転車乗用中による事故が多発
しており、交差点での信号を必ず守ること、無理な
横断は絶対にやめ、左右の安全を確認することなど
を呼びかけました。
　また、９月７日（金）には、町立幼稚園で交通安全
教室を行い、子どもたちは歩く時の注意など、実技
を通じて道路に潜む危険性について学びました。

祝！新世界100周年
　９月９日（日）、新世界100周年記念イベント、第５回百年縁日
が、新世界串かつキャラクター、くしたんをメインキャラクター
に盛大に行われました。
　100周年を迎える新世界に、たいしくんや、くしたんのお友だ
ち100人が招待され、みんなでお祝いをしました。

▲ものまね
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　太子町高齢者情報局は、「高齢者の暮らしに必要な情報
や太子町からのお知らせ」を提供します。
　皆さん、いかがお過ごしですか。
　今回は、『お達者健康講座』『介護予防講座』『第47回敬
老会』についてお届けします。

介護予防講座
　いつまでも若さを保つためには、食生活がとても大切です。
今回の講座では、健康を維持するための食生活の話と、簡
単なおやつ作りを予定しています。
　どなたでも、気軽にご参加ください。
［と　き］10月14日（日）午前10時〜11時30分
［ところ］特別養護老人ホーム美野の里（山田2550番地）
［内　容］老化を防ぐ食事について
［参加費］無料
※ 送迎を希望される人は、10月12日（金）までに美野の里

へご連絡ください。送迎費は無料です。
◆問合せ　特別養護老人ホーム美野の里　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎98－4165
　　　　　地域包括支援センター（高齢介護グループ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎98－5538

お達者健康講座
　体を動かすのによい季節となってきました。
　一緒に体操やゲームを通じて楽しく体を動かしませんか。
　汗をかいて、心身ともにリフレッシュしましょう。
［と　き］10月22日（月）午前11時〜正午
［ところ］町立総合福祉センター２階ホール（広間）
［内　容］レクリエーションで心も身体も元気に！
［参加費］無料
※福祉センター送迎バスをご利用ください。
◆問合せ
　地域包括支援センター（高齢介護グループ）
　　　　　　　　　　　　　☎98－5538
　在宅介護支援センター（美野の里内）
　　　　　　　　　　　　　☎98－5300

第47回敬老会
　９月12日（水）、町立万葉ホールで、第47回敬老会が行われ、金婚式の表彰、元気ぐんぐん体操、演芸
会などが行われました。
　演芸会では、松の木保育園の園児による和太鼓の演奏、ものまね、太神楽曲芸、漫談が披露され、ホー
ルはみんなの笑顔であふれていました。

▲町長挨拶

太神楽曲芸

▲

元気ぐんぐん
体操

▲
▲ものまね

平 成 24 年 10 月 号
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受けましょう！がん検診
［場所］町立保健センター
※�検診費用として、各項目ごとに500円
が必要です。

胃・大腸がん検診
実施日　10月22日（月）午前
　　　　11月16日（金）午前
対象者　40歳以上の人
定　員　各日50人
※�原則、胃・大腸がん検診は、セット
検診（1,000円）です。
※�両日ともに、肺がん検診（500円）も
同時に受けられます。

肺がん検診
実施日　10月22日（月）午前
　　　　11月16日（金）午前
対象者　40歳以上の人
定　員　各日60人

乳がん検診①《40歳代の女性に限定》
［視触診とマンモグラフィ検査］

実施日　10月16日（火）
　　　　午前９時30分〜
　　　　午後０時30分〜
対象者　40歳代の女性
　　　　�〈昭和38〜47年の奇数年生ま

れの人〉
定　員　若干名
※�午後０時30分〜受付の場合は、子宮
がん検診（500円）も同時に受けられ
ます。

乳がん検診②
［視触診とマンモグラフィ検査］

実施日　10月16日（火）午前
対象者　50歳以上の女性
　　　　�〈昭和37年以前の奇数年生ま

れの人〉
定　員　50人

子宮がん検診
実施日　10月16日（火）午後
対象者　20歳以上の女性
　　　　�〈昭和63年以前の奇数年生ま

れの人、平成２年・４年生ま
れの人〉

定　員　50人
※�10月16日（火）は、乳がん検診（500円）
も同時に受けられます。
※�ペースメーカー装着・授乳中及び豊
胸術を受けたことがある人は、マン
モグラフィ検査を受けられません。
※�子宮がん・乳がん検診は２年に１度
の受診となります。（昨年度検診を
受けられなかった人は、お問い合わ
せください。）
◎�検診は予約制です。電話でお申込み
ください。
　受付は、検診実施日の１週間前まで。
　ただし、定員になり次第締め切ります。
　車椅子の人は予約時にご相談ください。
◎�職場などで検診を受ける機会のある
人は、対象となりません。
◎�健康手帳をお持ちの人は、ご持参く
ださい。
◎�生活保護を受けておられる人は、減
免制度がありますので、事前にご申
請ください。
◆問合せ
　健康増進グループ　☎98－5520

●インフルエンザ予防接種を行います
　インフルエンザの感染及び重症化を予
防するため、高齢者を対象としたインフ
ルエンザ予防接種を行います。

［対　　象］
•�接種日現在、満65歳以上で接種を希望
する人
•�接種日現在、満60歳以上65歳未満の人
で、心臓、じん臓もしくは、呼吸器の
機能または、ヒト免疫不全ウイルス（Ｈ
ＩＶ）による免疫機能障がいが、身体
障がい者手帳₁級もしくは同程度の障
がいの人で、接種を希望する人

［接種回数］₁回
［期　　間］
•富田林医師会加入医療機関
　10月₁日（月）〜平成25年₁月31日（木）
•羽曳野市医師会加入医療機関
　10月20日（土）〜12月31日（月）
※�医師会により、接種期間が変わります
ので、ご注意ください。

［と こ ろ］
•�太子町、富田林市、河南町、千早赤阪
村の富田林医師会加入医療機関
•羽曳野市医師会加入医療機関
※�予約の必要な医療機関や、医師会加入
の医療機関でも、接種を行っていない
場合もありますので、事前にお問い合
せください。

［費　　用］ 1,000円（医療機関窓口でお
支払いください）

※�生活保護受給世帯の人は、無料で受け
ることができます。
　�あらかじめ申請が必要になりますので、
該当される人は、健康増進グループへ
お問い合わせください。

［接種に必要なもの］
•�住所、氏名、年齢が確認できるもの（健
康保険証、介護保険被保険者証、運転
免許証など）
•�60歳以上65歳未満の障がいのある人は、
障がいの程度が確認できるもの（身体
障害がい手帳など）
※�予診票は、各医療機関に備えてありま
すので、医療機関で受診
　前にご記入ください。

●食生活みなおし教室参加者募集
　《食生活改善推進員養成講座》
　「主人のメタボが気になる」「うちの子
の食生活大丈夫かな？」「バランスのと
れた食事って？」
　普段からこう思っている人、この教室

に参加してみませんか？
　食生活・健康づくりに関する情報が得
られ、調理実習や低カロリーバイキング
でのランチ学習など、楽しく学んでいた
だける場として、食生活みなおし教室を
行います。
　５回以上参加された人には、修了証を
お渡しします。また若芽会（太子町食生
活改善推進員）への参加も可能です。
　詳しくは、健康増進グループへお問い
合わせください。

［と　き］11月₅日〜12月10日
毎週月曜日（全６回）
午前₉時30分〜11時30分

※�11月26日は正午頃、12月₃日は午後₃
時頃終了予定

［ところ］町立保健センター
［定　員］20人（先着順）
［費　用］無料
※ランチ学習のランチ代は実費負担

［持ち物］ 筆記用具、（調理実習時エプロン・
三角巾・手拭タオル）

［申　込］ 11月₂日（金）までに、
健康増進グループに、
電話でお申込みくだ
さい。

●青空go！go！広場
　子育てボランティア募集
　青空 go!go! 広場の企画や、当日のお
手伝いをしていただく、子育てボラン
ティアを募集します。
　元保育士や元教諭の人、子どもと遊ぶ
事が好き、ピアノが弾ける、絵本が好き
な人など、ご自分の得意なところを活か
してボランティア活動をしてみません
か？
　初めての人も大歓迎です。詳しくは健
康増進グループへお問い合わせください。
○青空 go!go! 広場とは
　１〜３歳のお子さんと一緒に、公園遊
びを楽しむイベントです。次回は11月
に予定しています。

　◆問合せ　
　　健康増進グループ　☎98−5520

＊10月の歯科の休日診療当番医院

◆問合せ　
　健康増進グループ　☎98－5520

当番日 歯科医院 電話番号
10月₇日㈰ 下野歯科医院 25-0648
10月₈日㈷ 勝山歯科 25-4118
10月14日㈰ ふくしま歯科 28-7100
10月21日㈰ 綿谷歯科クリニック 24-6400
10月28日㈰ きむら歯科医院 40-1232

●町内ウォーキング
実 施 日 集合場所 集合時間 内　　　　　容

₁日（月） 保健センター ₉：30
太子町内の約₃㎞と₆㎞のウォーキングコースを歩きます。
どなたでも参加できます。
ウォーキングのできる服装と靴でご参加ください。　雨天中止です。

�



消防署では、午後8時から翌朝8時まで、小児救急診療の当
番病院を紹介し、場合によっては救急車での搬送を行いま
す。※土曜・日曜・祝日・年末年始は午後4時から翌朝8時

　病院に行ったらいいの？救急車を呼んだ
方がいいの？応急手当の仕方が分からない。
など、救急医療相談を「医師」「看護師」「相
談員」が24時間受付します。
《緊急時は迷わず119番へ》

　夜間の子どもの急病時、病院に行った方
がよいかどうか判断に迷ったときは、お電
話ください。
　｢こどもの救急」ホームページ（http://
kodomo－qq.jp/）でも、受診判断の目安
となる情報を掲載していますので活用して
ください。

【午後8時～翌朝8時】
☎＃8000

携帯電話・固定電話（プッシュ回線）

☎06－6765－3650
固定電話（ＩＰ・ダイヤル回線など )

【24時間・365日】
☎＃7119

携帯電話・固定電話（プッシュ回線）

☎06－6582－7119
固定電話（ＩＰ・ダイヤル回線など )

富田林市消防署
☎25－1122

休　　日
急病診療

小児急病
診療紹介

救急医療
相談窓口

大 阪 府
小児救急
電話相談

《内　科》富田林市立保健センター（休日診療所用☎28̶1333）
《小児科》富田林病院（☎29̶1121）
《歯　科》富田林市内の歯科医院（当番制）

※当番病院は、８ページをご覧ください。

休日診療所建替工事（2月～10月末）中は、診療場所が変更になります。

［診療日］日曜日・祝日
［受付時間］
［午前9時～11時30分
［午後1時～3時30分

種　　　類 実施日 場　　所 受付時間 備　　　　考
こころの健康相談 予約制

富田林保健所

₉：30〜17：00 電話でお問い合わせください。

エイズに関する相談 月〜金
（祝日を除く） ₉：30〜17：00 予約は不要

電話相談も可能

血 液 検 査
［エイズ・梅毒・クラミジア］

第₁・₃
水曜日 13：00〜14：00

予約は不要で、匿名での検査も可能。なお、エイズ抗体検査
は無料ですが、梅毒血清反応検査、クラミジア病原体検査（尿）
は、手数料が必要になる場合があります。

血 液 検 査
［肝炎ウイルス検査］ 第₃水曜日 ₉：30〜10：30 電話で予約必要（先着順　無料）

飲用水・井戸水検査
腸 内 細 菌 検 査
寄 生 虫 卵 検 査

毎週月曜日
（月曜日が祝日の
時は火曜日）

₉：30〜11：30
検査手数料が必要。飲用水・井戸水検査は電話
予約必要。
（予約先：藤井寺保健所　検査課　☎072ー952ー6165）

医療機関に関する
相　　　　　　　 談

月〜金
（祝日を除く）

₉：00〜12：15
13：00〜17：30

例えば、「診療において充分な説明がなく不安」「○○科のある病
院を教えて欲しい」など医療機関に関する相談を受けています。

保健センター
●健康相談

種　　　　　　　　類 内　　　　　容

赤ちゃんから、お年寄りまでの健
康・栄養に関する悩みにアドバイ
スします。お気軽にお越しくださ
い。（電話相談可）

実　施　日 実 施 時 間

場所

9：30～11：30毎週水曜日
保 健 師 に よ る 健 康 相 談

栄 養 士 に よ る 食 生 活 相 談

●母子保健 　 ★かならず母子健康手帳をお持ちください。
　　　　保健センター（２階すこやかホール）

備　　　　　考

場所

種　　類
4 か 月 児 健 診
2歳6か月児歯科健診
3歳6か月児健診

赤ちゃん会ぷらす

対　　象　　児
　平成24年5月14日～平成24年6月11日生まれ
　平成22年2月、3月生まれ
　平成21年2月、3月生まれ

1歳6か月までの乳幼児

受付時間
13：00～13：15
13：00～13：15
13：00～13：15

9：30～10：00

実　施　日
11日（木）
4日（木）
9日（火）

毎週水曜日

［実施時間］9：30～11：30
［持 ち 物］バスタオル
★毎月第3水曜日はイベントデー
「離乳食講習会」（要予約必要）

富田林保健所問い合わせ

●すこやかホール開放
実施日 対　　　象 実施時間 内　　　　　　　　　　容

22日（月） １歳から４歳未満の
お子さんと保護者　 ₉：30〜11：30

みんなで遊べるように、すこやかホールを開放します。
11：15からは絵本の読み聞かせを行っています。
（読み聞かせは都合により中止する場合があります）

　　　　健康増進グループ（保健センター内）　　
　　　　　　　　　　☎98ー5520
　富田林保健所　　　☎23ー2681
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『
人
の
愛
は
、
人
権
尊
重
の
根
源
で

あ
る
』
と
、言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

標
題
の
純●

●愛
は
、
邪
心
の
無
い
、
ひ
た

む
き
な
愛
と
解
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
純●

●愛
と
い
う
言
葉
か
ら
私
は
、
か
つ

て
見
た
映
画『
野
菊
の
如
き
君
な
り
き
』

を
思
い
起
こ
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の

中
の
少
年
と
少
女
の
純●

●愛
に
強
烈
な
感

動
を
覚
え
た
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
こ

の
映
画
の
原
作
で
あ
る
佐
藤
左
千
夫
氏

の
著
作
『
野
菊
の
墓
』
を
読
み
、
更
に

感
を
深
く
し
ま
し
た
。
以
下
、
こ
の
文

学
を
感
の
赴
く
ま
ま
に
要
約
し
て
紹
介

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

文
学
が
書
か
れ
た
時
代
は
明
治
中
期
、

舞
台
は
当
時
の
千
葉
県
矢
切
村
で
す
。

　

こ
の
村
の
旧
家
の
次
男
、
政
夫
は
千

葉
の
中
学
生
で
し
た
。
母
は
病
弱
で
、

こ
の
看
護
の
為
、南
に
六
、七
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
離
れ
た
市
川
か
ら
い●

●
●

と
こ
の
民
子

が
来
て
お
り
ま
し
た
。
民
子
は
十
七
歳

で
色
白
の
美
少
女
で
し
た
。

　

日
常
、
同
じ
屋
根
の
下
で
暮
ら
す
二

人
、
共
に
青
春
の
入
口
に
立
っ
て
い
ま

す
。
自
然
な
形
で
愛
を
感
じ
合
う
仲
と

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
家
に
は
兄
嫁
と
お
手
伝
い
の
お

増ま
す

が
お
り
、
日
常
、
政
夫
と
民
子
の
仲

の
よ
い
姿
に
嫉
妬
し
、
母
に
、
二
人
の

間
を
離
す
よ
う
に
告
げ
口
を
し
て
お
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
母
は
、
そ
れ

と
な
く
二
人
に
説
教
を
す
る
の
で
す
が
、

心
の
内
で
は
二
人
に
同
情
的
で
し
た
。

　

数
日
た
っ
た
日
の
夕
刻
、
政
夫
は
母

に
言
わ
れ
て
、
裏
の
畑
で
茄
子
も●

●ぎ
を

し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
へ
、
い
つ
の
間

に
か
民
子
が
や
っ
て
き
て
、「
私
、
お

母
さ
ん
か
ら
言
い
つ
か
っ
て
来
た
の

よ
。」
と
言
っ
て
、
一
緒
に
茄
子
を
も

ぎ
始
め
ま
し
た
。
折
か
ら
の
夕
日
に
照

ら
さ
れ
た
二
人
、
政
夫
は
思
わ
ず
「
民

さ
ん
、
見
て
ご
覧
、
あ
の
夕
日
の
美
し

い
こ
と
」
そ
の
声
に
民
子
は
手
に
し
た

笊ざ
る

を
置
き
、
夕
日
に
両
手
を
合
わ
せ
ま

し
た
。
そ
の
姿
は
政
夫
の
瞼
に
シ
ッ
カ

リ
と
焼
付
き
ま
し
た
。
こ
の
瞬
間
、
二

人
の
間
に
、
仄ほ
の

か
な
恋
の
情
が
芽
生
え

た
の
で
す
。

　

二
人
の
仲
の
良
い
姿
は
男
女
の
愛
と

見
ら
れ
、
い
つ
し
か
、
近
隣
の
人
の
噂

に
も
の
ぼ
り
始
め
ま
し
た
。

　
『
い
と
こ
同
士
で
、
然
も
女
が
年
上

な
の
に
、
嫁
に
す
る
つ
も
り
か
。』

　

そ
ん
な
囁さ
さ
やき
声
を
聞
き
流
し
て
、
母

は
突
然
二
人
に
、
山
の
畑
に
綿
花
取
り

に
行
く
用
を

言
い
つ
け
ま

し
た
。

　

二
人
は
、

母
の
温
情
に

心
弾
む
思
い

で
山
道
を
登

っ
て
い
き
ま

し
た
。途
中
、

政
夫
は
道
端

に
咲
く
野
菊
を
摘
み
、
前
を
行
く
民
子

に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
「
ま
あ
、
綺
麗
な
野
菊
、
私
、
野
菊

が
大
好
き
な
の
…
」

　
「
僕
も
そ
う
だ
よ
。
野
菊
が
大
好
き

な
民
子
さ
ん
は
、
ま
る
で
野
菊
の
よ
う

だ
。」

　

短
い
対
話
の
中
で
、
二
人
の
愛
は
深

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
沈
黙

が
続
き
ま
し
た
。
や
が
て
つ
ぶ
や
く
よ

う
に
し
て
民
子
が
「
私
、
な
ぜ
、
政
夫

さ
ん
よ
か
歳
が
多
い
ん
で
し
ょ
う
…
」

政
夫
に
は
民
子
の
思
い
が
心
に
し
み
る

よ
う
に
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、「
民

さ
ん
は
妙
な
こ
と
を
言
う
」
と
し
か
答

え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

秋
の
日
足
は
短
く
、
も
う
日
は
西
に

傾
い
て
い
ま
し
た
。
民
子
は
、「
こ
ん

な
に
遅
く
な
っ
て
、
家
の
人
が
何
と
言

う
か
心
配
だ
わ
。」「
い
い
よ
、
僕
が
言

い
訳
す
る
か
ら
。」

　

裏
口
か
ら
先
に
入
っ
た
政
夫
、
そ
の

姿
を
見
て
、
兄
や
兄
嫁
は
ピ
タ
ッ
と
話

を
止
め
、
そ
の
場
は
何
か
空そ
ら
ぞ
ら々

し
い
感

じ
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
で
、
政
夫
は
母
に
呼
ば
れ
、

「
政
や
、
お
前
を
休
暇
明
け
の
十
一
月

に
入
っ
て
か
ら
寮
へ
行
か
そ
う
と
思
っ

た
が
、
祭
が
終
わ
っ
た
十
七
日
に
行
く

よ
う
に
…
」
と
、
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

政
夫
は
民

子
と
話
を
交

わ
す
暇い
と
まも
な

く
、
明
日
は

出
立
と
な
り

政
夫
は
短
い

手
紙
を
書
き

ま
し
た
。『
民

さ
ん
と
は
歳

の
差
が
あ
る

が
、
僕
は
少
し
も
気
に
し
て
い
な
い
。

冬
休
み
に
は
帰
る
か
ら
、
今
か
ら
逢
え

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。』
と
。

　

翌
朝
、
市
川
へ
出
る
為
に
、
矢
切
の

渡
へ
降
り
ま
し
た
。
民
子
と
お
増
が
見

送
り
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

民
子
の
頬
に
涙
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

政
夫
も
自
然
に
涙
が
頬
を
伝
い
ま
し
た
。

二
人
の
涙
は
虫
の
知
ら
せ
だ
っ
た
の
か
、

こ
の
時
が
二
人
の
永
遠
の
別
れ
に
な
っ

た
の
で
す
。

　

政
夫
が
寮
へ
去
っ
た
後
、
親
族
が
寄

り
、
民
子
を
早
く
嫁
に
出
さ
ね
ば
と
、

別
の
縁
談
を
強
引
に
す
す
め
、
民
子
は

遂
に
意
に
そ
わ
ぬ
結
婚
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
や
が
て
身
ご
も
っ
た
民
子

は
流
産
し
、
予
後
、
体
調
が
回
復
し
な

い
ま
ま
に
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

急
を
聞
い
て
、
飛
ぶ
よ
う
な
思
い
で

帰
っ
て
き
た
政
夫
に
語
ら
れ
た
の
は
、

「
亡
く
な
っ
た
時
、
民
子
は
胸
に
抱
く

よ
う
に
し
て
持
っ
て
い
た
紅も

み絹
の
小
さ

な
袋
が
あ
り
、
そ
の
中
に
政
夫
さ
ん
の

写
真
と
手
紙
が
入
っ
て
い
た
の
で
す
。」

　

そ
れ
を
聞
い
た
政
夫
は
そ
の
場
に
泣

き
伏
し
ま
し
た
。

　

翌
朝
、
民
子
の
墓
前
で
手
を
合
わ
せ

た
政
夫
は
、
墓
地
に
咲
く
野
菊
を
掘
り

起
こ
し
、
民
子
の
墓
石
の
ま
わ
り
に
移

植
し
つ
づ
け
ま
し
た
。

　
『
野
菊
の
墓
』
の
文
学
碑
は
今
、
矢

切
の
公
園
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
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子どもの人権110番
　いじめ、不登校、体罰、児童虐待など、
子どもの人権問題について、相談に応じます。
○電話番号　0120－007－110
　午前₈時30分〜午後₅時15分
　（土、日及び祝日は除く）
　※相談無料。秘密は厳守します。
◆問合せ
　大阪法務局人権擁護部第三課
　☎06－6942－9492

、

わ
た
し

　幸せに生きたいと願って

純愛　文学『野菊の墓』に寄せて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡　本　次　男
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